Clinical Usefulness of Sensory Evoked Potentials by 森竹, 浩三
Title誘発電位について
Author(s)森竹, 浩三

























SEP），聴覚誘発電位（auditoryevoked potentials AEP）ならびに視覚誘発電位（visualevoked po-
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発電位である聴性脳幹反応（brainstemauditory evoked potentials BAEP）あるいは短潜時 SEP
が，そしてトルコ鞍部腫蕩など視覚路周辺の手術では VEPが，それぞれ用いられている．脳血行
再建術や直達術が困難な脳動脈癌などに対しては， しばしば脳血管の一時的血流遮断や結設が行わ
れるが，そのさい脳虚血の発生の有無を判定する手段としても BAEP・SEPなどが用いられている．
脳神経外科ではしばしば意識障害患者でその原因や重症度を診断し，治療方針や予後を決定する
ととが必要となる． ζのような場合，意識と密接に関係する脳幹機能を BAEPや短潜時SEPで評
価するととも可能で，さらに近年社会問題化している脳死の客観的な判定基準としての適用にも期
待が寄せられている．
脳神経外科では以上述べてきたような臨床応用面だけでなく，研究の分野においても，画期的な
神経機能診断法として威力を発揮している．誘発電位は今後も引き続き医学の分野においてその応
用範囲を拡げ，さらに大きく発展してゆくものと確信している．
